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平成 30 年度とっとり弥生の王国・青谷かみじち遺跡土曜講座(第 3回) 

〈特別講演〉近畿型銅戈
どうか

と青谷上寺地遺跡を開催します。 

青谷上寺地遺跡第 17 次発掘調査（平成 28、29 年度）では、近畿以西では国内初となる近畿型

銅戈の断片が出土しました。武器形青銅器研究の第一人者である講師が出土した近畿型銅戈をと

おして、銅戈と青谷上寺地遺跡の謎に迫ります。 

ついては、事前の告知及び取材について、よろしくお願します。 

・特別講演「近畿型銅戈
ど う か

と青谷上寺地遺跡」 

講師 吉田
よ し だ

 広
ひろし

 

（愛媛大学ミュージアム准教授・とっとり弥生の王国調査整備活用委員会委員） 

                                      

                                      

1 日  時 9 月 29 日(土)午後 1時 30 分から 3時 

2 会  場 鳥取市青谷町総合支所 2階 多目的ホール(鳥取市青谷町青谷 667) 

3 定  員 90 名(参加費無料、事前申込み必要) ＊席に余裕がある場合は当日参加も可能です。 

4 申込方法 

下記まで、電話・ファクシミリ・電子メールでお申込みください。ファクシミリ、電子メール

でお申込みの方は、受付のお知らせのため、お名前・電話番号を明記してください。 

5 お申込み、お問合せ先 

〒689-0592 鳥取市青谷町青谷 667(鳥取市青谷町総合支所 2階) 

鳥取県埋蔵文化財センター青谷調査室 

電話0857(85)5011、ファクシミリ0857(85)5012、電子メールmaibuncenter@pref.tottori.lg.jp 

ホームページ http://www.pref.tottori.lg.jp/maibun/ 

 

銅戈
どうか

とは 

剣のような身を柄に直角ないし斜めにつけた青銅製の武器。 

弥生時代に朝鮮半島から伝わり、その後大型化して祭の道具（祭器）となる。 

九州型と近畿（大阪湾）型と呼ばれるタイプがあり、それぞれ九州地方と近畿 

地方で多く見つかっている。 

                                

 


